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１．概要（Summary） 

電気化学的原理に基づき、グルコース（ブドウ糖）をセ

ンシングするマイクロバイオセンシングデバイスの作製を

おこなった。作製手順は、フォトリソグラフィによる電極パタ

ーンの形成、PDMS 流路の形成をした後、電極にグルコ

ース分解酵素を固定した。濃度の異なるグルコース溶液

（+KCl）を流路にながし、ポテンショスタットを用いてグル

コース酵素が起こす反応を電流で観測し、作成したグル

コースセンサデバイス特性の評価をおこなった。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 パターン投影リソグラフィシステム、

スパッタリング装置 

【実験方法】 ガラス基盤を洗浄し、フォトリソグラフィで電

極パターンを作成した後、スパッタリング装置（芝浦メカト

ロニクス社製CFS-4EP-LL）でCr-Ptの電極を作成した。

作用電極および対極には電極自体が溶け出さないように

同スパッタリング装置を用いてPt, Au薄膜を作成し、参照

電極には塩化銀薄膜を KCl 溶液中で作成する必要があ

るため、銀薄膜を作成した。また、PDMSを用いた流路の

形成のためのクロムマスクは µPG501 （Heidelberg 

Instruments）を用いた。 

 

Figure 1 Electrochemical sensor for Glucose 
detection using microfluidics.  

 

作成した作用電極にグルコースオキシダーゼ、グルタ

ルアルデヒドおよびウシ血清アルブミンを固定する。

PDMSの流路に針を刺し、濃度の異なるグルコース+KCl

溶液を流路にながし、酵素反応で生成される H2O2 の電

極反応を電流値で観測した。（Figure 1） 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

濃度をかえたグルコースに対する、電流値を Figure 2 に

示す。各濃度における測定時間は約３分程度で、得られ

た電流値は充分に安定していた。グルコース濃度と測定さ

れた電流値はほぼ線形であり、その傾きは 0.4 [A/M]で

あった。濃度が未知のグルコース溶液を調べる小型セン

サとして充分に機能することを示していた。 

 

Figure 2 Result of the prepared glucose detection 
sensor. The horizontal and vertical axes show 
glucose concentration in KCl liquid (mM) and 
obtained current value (A).  
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